
施策名 課題等 主な取組 《》内はコロナの影響 総合評価

①多様な
人材の
就業促
進

・全国と比較すると有効求人倍率
が低いことへの対応が必要

・若者の完全失業率は、他の年齢
層と比較し高い水準にある

・季節労働者の多くは冬期間に就労
機会を失うなど不安定な就労環境

○若者の各ステージにおける就業支援
○北海道地域若者サポートステーショ
ン連絡会議の運営

○ｼﾞｮﾌﾞｻﾛﾝにおける中高年・高齢者向
け就業支援ｾﾐﾅｰ、企業説明会の実施

○季節労働者の通年雇用化を促進
《就業支援のｾﾐﾅｰ、説明会の延期等》

効果的な
取組を検
討し引き
続き推進

②就業環
境の整
備

・全員参加型社会を実現させるた
めに働き方の改革に取り組むこ
とが必要

・本道の非正規労働者数の割合は、
全国を上回っている

・仕事と家庭の両立支援、女性が活
躍できる職場環境の整備が重要

○非正規雇用労働者の正社員化を図る
専門家による個別支援事業を実施

○労働問題セミナーを開催
○労働相談ホットラインを設置
○働き方改革推進企業認定制度や女性
活躍に取り組む企業への表彰

《フォーラム、セミナーの中止》

効果的な
取組を検
討し引き
続き推進

2 分 野：経済・産業

多様な働き手の就
業支援と就業環境

の整備
①多様な人材の

就業促進
（経済部）

就業環境の整
備、働き方改革
に向けた取組

【政策の方向性と施策の関係】

多様な人材の
就業促進、職
場定着を図る

ジョブカフェ北海道での若年者の
就職内定者数（人） （施策①)

雇用情勢の改
善等を背景
に、若年者の
カウンセリン
グ利用件数が
減少し、目標
が未達

国と連携を図
りながら労働
時間の縮減に
向けた啓発に
努めたことか
ら、年間総労
働時間が減少

年間総労働時間（フルタイム労働者）（暦年）
（施策②）

【総合計画の指標】

(ｈ)

(人)

【ほか８つの関連指標】

B 政策の方向性：多様な働き手の就業支援と就業環境の整備

(7) 政 策 の 柱：良質で安定的な雇用の場づくりと産業人材の育成・確保

②就業環境の整備
（経済部）
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男性の育児
休業取得
は、人手不
足の背景も
あり目標値
には未達

育児休業取得率（施策②）
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高齢者（６５歳以上）の就業率
（施策①)

目標は未達で
あるものの、
R1年の就業率
は、全国平均
の伸び率を上
回る1.5ポイ
ント上昇
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<総合計画施策推進状況>【施策の詳細については、評価調書をご覧ください】（※）はコロナの影響等があった施策

（※）

（※）

http://www.pref.hokkaido.lg.jp/ss/sks/R2kihonchousyo/check/0516PDC.pdf
http://www.pref.hokkaido.lg.jp/ss/sks/R2kihonchousyo/check/0514PDC.pdf

